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Ｏ男：初診時3歳６カ月。

家族概成および濠､講景:父親は祖父の家菜を継謹母親もそれを手伝っているため‘毎日多忙な生活を送っ
ている。ｏ男は一人っ子で，父勃湘父母および曾祖母と同居している。結婚当時‘曾祖母は認知症で寝たき
りだったため，結婚するとすぐに曾祖母の介fiIも引き受けなくてはならなかった。家業はいまだ祖父が実質的
に実椎を掴っているため‘父親の発宮枢は弱く，肩身の狭い状恕にあった。

５年前両親は結婚した城父親は家築を思うようにこなすこともできずi結婚前から体鯛を悪くし，仕事
への意欲を失いつつあった。結婚後，まもなく母親はＯ男を出産した城出産直後の１週間ほど気分が落ち込

み，マタニテイ・ブルーの状態になった。しかし，すぐに回復し，家業も手伝うようになった。父親は家業も
育児も十分には取り組めない状懸であったため，母親は父親を頼ることもできず，内心腹立たしい思いを抱き
ながら黙々と頑張っていた。

Ｏ男が1歳半から２歳ころ,家業を十分に切り盛りすることができない父親はプレッシャーに押しつぶされ，
ますます元気がなくなっていった。近くの医院でうつ病と診断されて，治療を受けることになった。父親の気

持ちは荒れて，家の器物を破壊するほどになった。カーッとなるとすぐにかんしやくを起こすことも少なくな
かった。

父親と祖母との間では，家業のことで口げんかが絶えなかった。祖父は両者の間に入ることもなく‘我閲せ
ずの態度をとっていた。そうした雰囲気の家庭内で,母親はじっと耐えながら．一人で育児と介睡に綱を出し

ていた。

家業の工喝と自宅は棟親きで，社員と客の出入りが多く，結婚当初，両親とＯ男３人家族のプライベート・
スペースはないも同然であった。そのため‘スープの冷めない展謎にマンションを借りて住むようになった。

しかし，父親は仕事の憲欲を失うとともに，育児にも消極的己家族のいるマンションにはほとんど帰らず；
工培と棟続きの家に引きこもっている状態がしばらく続いた。Ｏ男が生まれてから，夜マンションに帰ったの

は．この３年間でもわずか５回程度だったという。

生育歴:周産期にとくに異常はなく，満期正常分娩｡¥u児期は一人遊びが多く，手のかからないおとなしい

子どもであった。ことばをまったくしゃべらず;母親にもなつかない｡雄が相手をしていても平気だった。１

歳半時､名前を呼んでも振り向かないため，曾祖母の介護に追われていた母親もしだいに気になり，耳鼻科を
受診した。聴力検査で異常はなかったので．それ以上どこかに相麟に行くことはしなかった。母親はＯ男を背

負いながら曾祖母の介腫を親けていた。当時を振り返ると‘曾祖母の下の世鱈をしていたことだけが母親の脳

裏に浮かぶという。１年半ほど経って曾祖母が入院することになり，母親は結婚後初めて介謹から解放された。

母親もようやく子どものことに気持ちが向き始めると，いよいよＯ男の行薗トつひとつが気になり始めた。

２鼠半時，こども病院神経科を受診し，そこで自閉症と診断された。以来．２週間に１回の割合で目寵治療を

受け始め，１年力軽過した。しかし，さほどの改善はみられない。子どもが自閉症と診断されてから父親の気

分はさらに落ち込み,塞ぎ込むようになった｡母親としては今後どうしたらよいかお先真っ暗な心境になった。
そんなときに母方祖母が箪者の智籍を蔑んだことがきっかけで，当院を受診することになった。
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初診時の印象的なエピソード

初回の而接で．これまでの維過について雌親に詳しく聞いた画

Ｏ男も一紺にいたが診察室内でうろうろと助きIIilっていた鰯そ

の''''’１Ｗj祖IIj上は待合室で座って待っていた､』紬の途中から，（）

男は診察室のドアを半開きにして．壁とドアに挟まれるようにし

て，身体半分を診察篭の中に入れ，後の半分を外に出して，ドア

に挟まれたような状態で肋こうとしなくなった。診察室の外には

ｲIlL厭が，’|'に｛よ雌親がいたが‘（)1ﾙは而汁のIHlでどちらに行こう

か迷っているように兄えた、

母親に対する強いアンビバレンス

Ｏ男がlﾘ:肌とN雌両群に対して‘どっちつかずの状態にあるこ

とがIﾘl雌に兄てとれゐ行動であ為が，これこそまさにアンピバレ

ンスそのものを示すものである。診察龍で()ﾘ)はlｿ:肌とずっと一

紺にいたが，Ｉﾘ:親に接近して'１.えることはまったくなかった．し

かし，しばらくして祖叶が人篭してくると，峨親を避けて祖母の

ほうに近寄り，Ｎ脚:に向かってくママ>と呼んで近づき・抱っこを

せがむのだった。Ｏ〃のｉｆ動には，ｌ卿↓にﾙ｝す為アンビバレンス

のみならず，雌親に対するあてつけではないかとさえ思える感じ

を受けた。ここで華苫は泳親の心1Wを察しながら．Ｏ男が母親を

避けるのは．蝿いだからではなく、慨覗に対する思いが強いから

でああこと‘それが強ければ強いほどよけいに避けることを述べ．

このような矛府した行動をとるのは．Ｏ男のアンビバレンスとい

う心理によっていることをわか')やすく説明した。

、Ｏ男の行動特徴

母親の話を総合すると

①他者

譜を総合すると，以ifの聯徴を列堆することができたｃ

に対して同避的傾向が強く，Ｉ‘1Wl的対人行動を認める。

②突然パニックやかんしゃくを起こすことがあるが,吐親に

はその要りJがわからないｃ

③好

ワ

蝿

④ぴ

きなことが限定的である。たとえば；母親に踏切を猫くよ

にねだる，保帝M1に行く通り道に赤と黙の織什の踏切があ

が，それを触りたがって‘やめさせるのに大変である。

ょんぴょんとﾉ'&び跳ね．柚r･をIIlll胸:して楽しむなどの棚iil

行動が多い。

③川:親の手をﾘ1つ吸って泌求すゐというクレーン現禦を慨めるｃ

複雑な養育環境の影響も考慮に入れる

以上の特徴から．症候学的には典型的な自朋症であると考えら

れた。しかし．これまでの凝帝環焼を砂えると．父親の揃気や，

吐親が曾祖雌の介護に忙段されてきたこと．家業の簡光で家族全

員’慌ただしい毎日で，これまでほとんどＯ男への関心や11聯が注

がれていなかったことなどから．Ｏ男の現在の病態の成り'焔に

は,蕊育環境もかなり影響していることが予想された｡そのため‘

環境柵慾を考慰しながら雌-門M1係の修復をはかれば，かなりの改

善が期待できるのではと筆者は予測した｡その感を強くしたのは．

母親がこれまでの錠育を強く反符し，これから典剣に収り組む決

激を述べるとともに．子どもがこのようになった．つの腿lAIとし

て，家庭の慌ただしさも乎低っているのではないかとひそかに脳

じていたためでもあった.これまでの生活状況を聞くと.飛粁は．

'ﾘ:机がよくこれまで頑張ってこられたものだと心底思わずにはい

られなかった。

⑦第２回：新奇場面法(SSP)実施

２回目から診察室ではなく‘遊戯室を使月1すゐことにした。診

察第の４怖強もある広い部廠で，窓際には雌然とさまざまな遊拠

が世かれ，人口付近の反対側の壁には箱庭猟渋川のミニチュア玩

具がたくさん並べられていた。ただ，すぐにはロにつかないよう

に．カーテンで職われていた。

初診時は祖母がIlil伴していたが,今Mは雌f二人であった｡後

で聞くと．受診前日まで祖母が一紺に来てくれることになってい

たが，前回の筆若の話を聞いたとき．母親は自分がこの子としっ

かり向き合うことが大切だと捕感したということで，今１１は一人

でこの子を連れてくることを決心したという。通院には片道２時

間は優にかかるが，母子二人で道中を大切にしたいとの思いが強

く、決意したと述べた。

遊戯室に母子を案内すると，蚊初の５分穏度はl‘1山に遊んでも

らった。Ｏ男は壁際に慨かれたミニチュアの采り物を【Iざと〈見

つけて扱い始めたｃ母親と一緒にそれを手にし．雌親はプラレー

ルを作り始めた。猷親が千慣れた調子で熱心に取り組んでいるの

が，印象的だった。Ｏ〃は鰍親のそばにいるが’１州↓に刈・して何

かしてほしいという要求は見せなかったも

しばらくして簡便なかたちでSSPを実施すあことにした。Ｉリ

親に部屋から出て行ってもらうことで‘Ｉｿ:子の分離と再会時の(）
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活発に動き始める

男の反応を見るためであった。 までとおりにしていた。しかし．少し時INIが雑つと．吐親のほう

に徐々に寄って行き，蝿っている母製のそばに近づくと.視線は

ほかのほうに向けながらも，手だけを伸ばして吐親の身体に触れ

始めた。そして．さりげなく猷親の膝の上に座った。その動きを

見ていると，Ｏ男はまるで相手に自分の意図を寮せられるのがＭｉ

くてそうしているように思われた。さらに兼粁がいたく聴かされ

たのは次の行動であった。Ｏ男は叶親の膝の上に采ったかと思う

と，ブーツと深い淵め息をついたのである。この間．０ｍは周囲

の人たちの槻子をうかがい．野成心を抱きながらも．なんとか雌

親のそばに行きたかったのであろう。ｐ的を述成したことで.そ

れまでの張りつめていた緊吸がやっと溶けたのか．彼の柵め息に

はそのような彼のこころの助きが端的に表れているように思われ

た。きっそくこのことを継親と紙し合ったところ‘雌親もすぐに

気づいたという。Ｏ男が雌親の不在のIIj，いかに心細い思いをし

ていたかを.このとき母親は初めて実感することができたのである。

母親の退室を敏感に察知する

母親には３分したら膿ってくるようにと伝え，飛荷の合図で出

て行ってもらうことにしたが．そろそろ合図を送ろうと思った矢

先に，Ｏ卵が母親の膝の上にさりげなく近寄って座り，母親の身

体に手を回したため．＃ｉｆ新は合図を送るタイミングを逸した。何

をするかを継親にＯﾘjの前で脱明していたので，Ｏ男はそれを聞

いて，さりげなく母親が退室するのを止めているかのように思わ

れるほどであった。そのため．餓蒋はしばらくＯ男の様子を見る

ことにし．Ｏ男が少し雌親から離れたのを見計らって，母親に退

室するよう合例を送った。

そのときＯ男は．母親が退室するのを見ることも．Ｈで追うこ

ともせず．まるで母親の退室に気づいていないかのように振る

舞った。しかし．まったく声を出すことはなく‘ミニカーを手離

さずにずっと持っていた｡何かの遊びに偽中している棟子はなく．

壁の近くにいることが多かった。錐者は部屋のコーナーに一人で

いたがｂこちらに近づくこともなかった。なんともいえない緊張

した空気に包まれた。

この３分間．雌親は退室して一人でドアの入り'二l付近で待機し

ていた荻そのIⅢどんな気持ちであったかを後で尋ねた。Ｏ男は

自分が退室してもとくに気にすることはなく．いつもどおり一人

で遊んでいたのではないかと思っていたという。兼者は．Ｏ男を

一人でのこし．母親自身どんな思いだったかを尋ねたつもりで

あったので，あらためてそのことを尋ねると．自分を追いかけて

こないことに気づいていたし・自分が外に出ることもこの子はわ

かっていたと思うと賭すだけで，自分の感梢は表出しなかった。

Ｏ泌と離れて母親も少し寂しい思いをしたのではないかと推測し

たが,母親はそのことを直接口にすることはなく，それよりもむ

しろＯ男が飛者に対して無視するような失礼な態度をとったので

はないか気過っていた．この両葉から．おそらくは母籾自身もＯ

男に対して，否定的な思いを少なからず抱いていたことが推測さ

れるのだった。
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母親と筆者がoﾘ』のそうした気持ちを取り上↓＃て話し合ったこ
とが.遊戯室の場の雰川気を和ませたのであろう３その後．ｏ男

の動きはしだいに活発になり．箱腿撫法に使うミニチュアを脳つ
り針

ている力､一テンを自分で開けて，次々に物色し始めた。鹸初はこ

ちらの目を気にして遠慮していたがｈしだいに興味をもち始めた

らしく、兼者と話し合っていた母親の手を引いて自分のほうに引
苧･

き寄せた。さらには鵬１分の欲しいものを母親に取ってもらいたそ

うにして．〈ママ！〉と小郷ながらも力のこもった戒を川すまでに

なった。

わずか30分ほどしか経過していなかったが．Ｏ男の変化は筋

くほどであった。吐刷にもそのことを取り上げ．二人して叫び

合った。
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母親への説明と助言

このセッションでは，強迫的なこだわりはほとんど秘められな

かったが，母親に対する回避的行動が目立っていた。もっとも特

徴的であったのは,このようなＯ男の回避的行動の背後に‘彼の

強いアンビバレンスを見てとることができた。

これまで母親は，家庭の複雑な珊瑚からいつも躯りつめた気持

ちを抱き続けていたであろうことは容励に想像できたが．そのこ

周囲への強い曹刊､､と溜め息にみられる安堵感

この３分間，Ｏ鵬はまったく声を出さず.少しだけ動き回って

いたが母親力涙ってきてもとくに目立った反応を見せず，それ



。

とが吐親に対して容妨に近づけないブンビバレンスをﾘIき起こ

し．Ｏﾘjは虻世いと'''1避的噸ＩｆｌＩを強めていったのではないかと．

吐親に説明した。雌脱は脈かにrj定的に受け止めながら話を聞い

ていた、

②これまでの育児を振り返って

初回時に渡したIIi仙洲こ，１J親はこれまでの育児を振り返って

以下のように記していたく

０男を附i:川に送り川してから‘これまでの.fj§児をinl想し

てみ為と，（)ﾘjがｌ雌から２航までの1111はただただ嫁として

家になじむことで一生懸命だったので．正lfIなところ．わが

子を兄て愛しいと胆ったことはなかったように思います。当

時．子どものﾉkえた１１:1の水欺よ')，介継していた災の肌峨の

雛っているlVI1の本数を数えた,;,｣憶があります。家業の工腸で

周MIIから忍められたい・心で．ｌ]いっぱい働いている間．Ｏ

リjはほとんどテレビ三'11§で，鰍-ｊｇで向き合ったという記憶は

ほとんどありません。ようやく雌近・Ｉﾘ机としてlhjき合おう

としていますが，（)ﾘ)の行動の意同がつかみにくく、空回り

してしまいます

、第３回

猷-j号と縦打の三人で過ごしたが，三人で一新に遊ぶような雰囲

気は生まれず‘Ｏ男一人で周囲に撒かれた玩具を手探りするよう

に一つひとつ扱い始めるが,典味をそそるものがないのか，それ

とも遊びそのものに気力雛らないのか，ついにはポールテントの

111に一人で入っていった，そのとき，前凶と１１‘lじミニチュアをお

守りのようにして大ﾘに握っていた。母親も相手をしようと，テ

ントの｢|'に入ったが’０ﾘjはＩｿ:肌に．Ifを向けるようにしてごろご

ろと柚になり．さも過IIIlそうにしていた。どこか雌測に対して雌

視すぁような態庇をとってい為ように見えた。

思うように甘えられずに｢勘ねている」

その後．Ｏﾘ)はプラレールをつなげようとし始めた巳しかし

気乗りしないのか．仕方なく扱っているように見えた｡うまくつ

なぐことができず‘ くママｌ〉と下倣いを嬰求するが，飛荷にも同

たところを見ると，このときのくママ>はとくじように喫水していたところを見ると，このときのくママ>はとく

に赴親でなければならないという切実な思いは感じられなかっ

た。牡親につないでもらったプラレールに髄収を走らせながら．

小 児 看 護 露33巻第６号

横になって斜め越しに噸収を眺めていたが．母親に↑ﾃを向けてい

た。そんなＯﾘjの婆を兇ていると，「･助ねている｣感じを強く抱い

た。Ｏ男はIﾘ:親に背を向けていることが多く．たとえ吐親に近づ

くとしても，さりげなく僻られないようにして近づいていた

母親にはそのことを取り上げ;遊びに熱Ｉｌｌできあ状態ではなく，

奴もそぞろで‘ｌ郷』に11.えたくてもストレー|､に１１.えられず,「抑

ねている｣状態でしょうと脱lﾘ1した。｜:I:肌はどうしてよいやらﾉー 『

惑い,かなり緊張していたというが‘それは０ﾘ)のIMIだけでなく、

11常生柵のI|'でいつも|‘j1じょうな思いで〃)ゐことを述べ，そのこ

とが()ﾘjにも緊批を撒いてしまったであみうことに弧づき始めて

いた‘

母親への助言

今凹のセッションで．雌親は緊弧しながらもなんとか相手をし

ようと懸命に努ﾉJしている搬子だった｡Ｏﾘ)がなにかしていると．

こうしたほうがよいのではと．つい11を挟んでしまっていたｓそ

のことを取りｋげ，しばらくはＯﾘjの動きを見守っているだけで

よいので．ＩＦIの力を抜きましょう．蝶らずゆっくり時NIIをかけて

いけば大丈夫です‘子どもはlﾘ:親のことを弦<忠っていますから．

と肋罰した

◎日記にみられる母親の気づき

今｢1．主人と侭雌が姪い荷い争いをしていたとき，けんか

の仲敗には入らず，ただ'‘1分のf制ｉをしながら．』|､をダンボ

のようにして聞き上|､を立てていた。そのとき，ふとＯ男もい

つもこんなふうに平肺を装って親たちの会術を聞いているの

かと思った

役,お瓜ハに入るとき"本を排って入る！“と『了ってｌｌＩｌかず，

少し大きい声で｢水が蝋Ⅱになっちゃうでしよ。排っては人

れないのよ！」と‘:i､うと．ママの11を見て耳を雅いでいた。

私の,雛の|ﾉ1存というより‘ノＩｉのボリュームに敏嘘に反応し

ている倣了で，忍|Ⅲ強く,iM‘IﾘＩしてやらねばとⅨ杵した。

母親はＯ男力漕雌そのものよりもその綿Mに強くⅨ応している

ことに気づいているが，このような気づきは似.fの気排ちが影禅

し合っていることを肌で感じていることを,Jﾐしている。非術によ

い徴候であると思われ、１ﾘ:川にはそのことをｌｌｒ定的に低えた。
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●第４回

側始から40分lⅢはＯﾘj一人で玩典のほうをＩｉｌｌき、手当たりし

だいにいろいろな玩具を手にして細かく観察している棟子だっ

た。しかし．表愉を見ると．難しい顔をしていて．遊びを楽しん

でいるようには見えず．ことさら母親に対して背を向けているの

が気になった。

そこで簸者は吐親に，Ｏ側と吐親とのIlIIに少し距離がありすぎ

るので．Ｏ男の手が届く程度まで移動するように指示し，Ｏ男が

さりげなく接近したら，膝の上にでも乗せてやるようにと助言し

た。その際‘母親にもリラックスしてもらおうと.母親の背にクッ

ションを世くことで．班転がってもよいように手助けをした。ま

だ母子ともぎこちない動きではあったが．少しずつＯ男は母親に

もたれるようになった。それ以前にも，Ｏ男は玩具を手に取りた

そうにして，母親の手を引いて取ってくれと要求していた。母親

は熱心に対応していたが，そのあまりに熱心な動きとはたらきか

けに，Ｏ男のきりげない動きと波長が合わず，Ｏ男の接近に対し

てタイミングを逸することが少なくなかった。Ｏ男がさりげない

仕草で要求することが幾度か鯉められたが．母親は玩具を使って

どう遊ばせたらよいかに心を砕きすぎるためか，Ｏ男のしぐさに

気づかないこともあった。

母子の気持ちが通い合い始める

この２週間の日記には，Ｏ男の気持ちをしだいに感じ取れるよ

うになったことがうかがわれ，それとともに母子双方で気持ちが

通い始めていることがわかる。

●母親の日記

ママの姿をいつも探している様子で．朝もママが先にベッ

ドから抜けると．最近は30分以内にＯ男もリビングに出て<

〃る。リビング内のソファでごろごろしているが,朝のママの．

生活の音を聞きながら．また二度寝する。いつもママの存在；

を気にして敏鵬に後を追ってくる。以前よりも物理的な距離

が近づいていると胆う。

この数日.Ｏ卯が抱っこをせがんだときに，抱き上げ抱き

締めることに気持ちが入っている気がする。「ママに抱っこ

されたい｣というわが子の気持ちを受け止めながら抱っこし』』

ているという実感がある。

短期入院による母子関係修復プログラムの提案

Ｏ男の動

る行動力輔

けて‘多少

やすくなり

そこで錐

ムを提案し

〃加佃】ルタロロ詞もエ

旺園JへのI育制.受Ｉ券戚

｡|ロサl6h

な った｡j聯
次回はこのプログラムの内容とそこでの変化..鑓してその後の

-'■,h勺埴土

経 過について述べる。称．
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